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岡
山
大
学
の
活
動
報
告

岡
山
大
学
と
イ
ン
ド
・
Ｓ
Ｎ
Ｕ

「
統
合
科
学
」が
つ
な
い
だ
２
週
間

岡
山
大
学
大
学
院
ヘ
ル
ス
シ
ス
テ
ム
統
合
科
学
研

究
科
で
は
、
今
年
１
月
13
日
〜
29
日
の
約
２
週
間
に

お
よ
ぶ
日
程
で
、
イ
ン
ド
の
コ
ル
カ
タ
に
あ
る
シ
ス

タ
ー
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
大
学
（
Ｓ
Ｎ
Ｕ
）
か
ら
、
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分
野
の
教
員
１
名
、
学
生
７
名
を
、

５
つ
の
研
究
室
（
細
胞
機
能
設
計
学
、
無
機
バ
イ
オ

材
料
工
学
、
オ
ル
ガ
ネ
ラ
シ
ス
テ
ム
工
学
、
蛋
白
質

医
用
工
学
、
分
子
細
胞
工
学
）
で
受
け
入
れ
、
国
際

共
同
研
究
に
向
け
た
予
備
実
験
を
行
っ
た
。

受
け
入
れ
学
生
が
取
り
組
む
テ
ー
マ
は
、
①
分
子

糊
開
発
に
向
け
た
細
胞
内
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
を
セ

カ
ン
ド
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
す
る
情
報
変
換
機
構
の

研
究
②
新
し
い
機
能
・
性
質
を
も
つ
生
体
材
料
の
研

究
③
ド
ラ
ッ
グ
デ
リ
バ
リ
ー
の
た
め
の
細
胞
内
物
質

輸
送
制
御
や
オ
ル
ガ
ネ
ラ
形
成
の
機
序
の
研
究
④
タ

ン
パ
ク
質
工
学
に
よ
る
が
ん
抗
原
の
探
索
研
究
⑤
抗

体
分
子
の
デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
成
熟
を
行
う
抗
体
工
学

の
研
究
│
│
で
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｕ
の
学
生
が
各
テ
ー
マ

を
理
解
し
、
予
備
実
験
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
通
し

て
本
格
的
な
共
同
研
究
へ
繋
が
る
方
向
性
を
各
関
係

教
員
が
協
力
し
て
探
る
こ
と
を
今
回
の
目
的
と
し
た
。

各
研
究
テ
ー
マ
に
お
け
る
課
題
を
双
方
で
学
生
と

担
当
教
員
が
協
力
し
て
共
同
研
究
へ
発
展
さ
せ
る
こ

と
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
で
あ
り
、
且
つ
共
同

研
究
テ
ー
マ
を
設
け
る
に
は
非
常
に
効
果
的
な
手
段

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

滞
在
中
に
は
日
本
の
文
化
体
験
と
理
解
促
進
を
目

的
と
し
て
、
原
爆
ド
ー
ム
と
広
島
平
和
記
念
資
料
館
、

岡
山
後
楽
園
、
岡
山
城
を
訪
れ
る
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
も
実
施
し
た
。

■
国
際
共
修
か
ら

世
界
規
模
の
共
同
研
究
へ

１
月
９
日
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
て
５
研

究
室
の
指
導
教
員
に
よ
り
行
わ
れ
た
各
研
究
領
域
の

説
明
を
基
に
あ
ら
か
じ
め
配
属
希
望
研
究
室
を
決
定

し
、
13
日
の
来
日
直
後
よ
り
各
研
究
室
の
研
究
テ
ー

マ
に
着
手
し
て
も
ら
っ
た
。
タ
ン
パ
ク
質
科
学
な
ど

の
生
化
学
領
域
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
操
作
な
ど
の
分
子
生
物

学
、
細
胞
生
物
学
を
利
用
し
た
免
疫
学
分
野
、
さ
ら

に
は
バ
イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル
科
学
と
幅
広
い
研
究
領
域

の
基
礎
研
究
に
触
れ
る
と
い
う
当
初
の
目
的
が
達
成

さ
れ
た
。

研
究
期
間
中
に
は
、
帯
同
し
た
シ
ン
博
士
に
よ
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
本
研
究
科
と
Ｓ
Ｎ
Ｕ
と
の
間

で
の
共
同
研
究
の
可
能
性
を
探
る
良
い
機
会
と
な
っ

た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
シ
ン
博
士
の
今
後
の
研
究

交
流
に
向
け
た
グ
ラ
ン
ト
申
請
へ
の
一
助
と
も
な
っ

て
い
る
。

帰
国
後
、
各
学
生
よ
り
詳
細
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ

ポ
ー
ト
が
提
出
さ
れ
、
２
月
６
日
に
は
参
加
学
生
に

よ
る
研
究
成
果
発
表
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
。

実
働
10
日
弱
の
短
い
研
究
交
流
で
あ
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
各
参
加
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
分
野
の
背

景
を
十
分
に
理
解
し
、
実
施
し
た
実
験
と
そ
の
結
果

ま
で
の
一
連
の
バ
イ
オ
・
創
薬
研
究
の
流
れ
を
的
確

に
短
時
間
で
表
現
で
き
た
こ
と
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｕ
の
教
育

研
究
水
準
の
高
さ
と
と
も
に
、
受
け
入
れ
先
で
あ
る

本
研
究
科
バ
イ
オ
・
創
薬
部
門
の
指
導
教
員
の
熱
心

な
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
経
験
は
、
参
加
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｕ
大
学
院
学

生
の
岡
山
大
学
へ
の
博
士
課
程
進
学
を
望
む
声
に
繋

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
500
回

＝
特
別
連
載
＝

横平	徳美
（岡山大学大学院ヘル
スシステム統合科学
研究科長）
※	2025年度まで

吉葉	恭行
（岡山大学大学院ヘル
スシステム統合科学
研究科長）
※	2026年度から
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が
っ
て
い
る
。

■
統
合
科
学
が
つ
な
ぐ

グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ヘ
ル
ス
シ
ス
テ
ム
統

合
科
学
研
究
科
の
中
核
を
な
す
バ
イ
オ
創
薬
部
門
の

研
究
室
を
中
心
に
研
究
交
流
を
行
っ
た
。
本
研
究
科

は
、
医
療
系
・
工
学
系
・
人
文
社
会
科
学
系
の
諸
分

野
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
た
「
統
合
科
学
」
の
教

育
・
研
究
を
通
じ
て
「
総
合
知
」
の
創
出
と
社
会
実

装
に
取
り
組
み
、
「
国
際
的
な
ヘ
ル
ス
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
支
え
る
専
門
力
を
備
え
た
先
駆
者
」
を
育
成

し
て
い
る
。
そ
う
し
た
人
材
の
育
成
は
研
究
室
内
に

と
ど
ま
ら
ず
、
異
な
る
制
度
と
文
化
の
も
と
で
海
外

の
研
究
者
と
実
際
に
手
を
組
む
経
験
が
必
要
で
あ
る
。

岡
山
大
学
と
Ｓ
Ｎ
Ｕ
の
協
定
は
２
０
２
５
年
に
部

局
間
か
ら
全
学
レ
ベ
ル
へ
と
格
上
げ
さ
れ
、
両
大
学

の
連
携
は
年
々
厚
み
を
増
し
て
い
る
。
そ
の
出
発
点

と
な
っ
た
部
局
間
協
定
を
結
び
、
連
携
を
牽
引
し
て

き
た
の
が
本
研
究
科
で
あ
る
。

今
後
は
こ
の
５
テ
ー
マ
を
起
点
に
、
学
生
・
教
員

双
方
が
行
き
来
す
る
多
文
化
共
修
の
場
を
広
げ
、
予

備
実
験
の
成
果
を
本
格
的
な
国
際
共
同
研
究
へ
と
発

展
さ
せ
る
。
一
つ
の
海
外
大
学
と
時
間
を
か
け
て
関

係
を
築
い
た
経
験
は
、
相
手
が
変
わ
っ
て
も
応
用
が

利
く
。
岡
山
市
が
姉
妹
都
市
協
定
の
締
結
を
予
定
す

る
イ
ン
ド
・
プ
ネ
ー
市
と
の
関
係
構
築
で
も
、
Ｓ
Ｎ

Ｕ
と
の
間
で
信
頼
を
積
み
上
げ
て
き
た
過
程
が
モ
デ

ル
と
な
る
。

そ
し
て
、
こ
の
連
携
を
回
し
続
け
る
原
動
力
と
し

て
見
据
え
る
の
が
、
人
材
の
好
循
環
だ
。
今
回
「
岡

山
大
学
に
留
学
し
て
学
位
を
取
り
た
い
」
と
の
夢
を

抱
い
た
学
生
が
、
い
ず
れ
博
士
後
期
課
程
の
学
生
と

し
て
岡
山
に
戻
り
、
研
究
を
究
め
た
後
は
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
指
導
す
る
立
場
と
し
て
後
輩
を
導
く
。
今

後
は
こ
の
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
一
度
き
り
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
終
わ
ら
せ
ず
、

世
代
を
超
え
て
続
く
共
同
研
究
の
基
盤
と
な
る
よ
う

目
指
し
て
い
き
た
い
。

1stミーティングに参加した招へい者と岡山大学関係者ら（最前列左端は横平徳美氏）

実験を行う招へい者文化体験として岡山城を訪れた




